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平成１７年１１月１２日、いいひふのひ「皮膚の日」
に日本臨床皮膚科医会北海道支部第４１回研修講演
会が、札幌後楽園ホテルで開催されました。根本
治副支部長が座長を務められ、「専門医が“治

す”白癬について」と題して慶應義塾大学医学部
皮膚科学名誉教授 西川武二先生が講演なさいま
した。西川先生には慶應大学教授を退官後左門町
皮膚科医院長をされ、ご多忙のところを来札され
興味深いご講演をいただきました。白癬は非常に
多くみられる疾患です。皮膚科医が治療に携わ
り、薬剤だけでなく生活指導もしていますが、な
かなか減っていかないように思われます。どのよ
うに診療をしてゆけばよいのでしょう。講演要旨
を以下に述べます。

◇
皮膚科診療においては発疹の詳細な観察が第一

に必要です。誤った治療がなされると、発疹が修
飾されてしまいます。外来で角層中の菌要素を検
出する真菌検査を行いますが、鏡検、培養検査陰
性でも白癬のことがあります。
１９９９年、２０００年５月の第３週、ジャパンフット
ウイークに２１，８２０例の足疾患の無作為調査がなさ
れました。一番多かったのは足白癬でした。その
結果から日本には足白癬１，２００～２，２００万人、爪白
癬３００～１，０００万人の患者がいると推測されます。
男女比はあまり変わりなく、高齢者に多く見られ
ます。
足白癬の感染経路は患者が菌を撒き散らし、素

足について感染します。鱗屑中の菌は１年以上も
生きて感染力を有しています。また爪白癬爪も白
癬菌の供給源になります。白癬を治療するには感
染経路を断つ、皮膚炎・二次感染の治療と抗真菌
薬による治療を行うことが大切です。白癬治療に
おける重要な要素をかきくけこで示します。

か 患部は乾燥させる
き きれいに清潔にする
く 薬はきちんと
け 検査を受ける
こ 根気よく治療する
白癬と関連するデータをみてみましょう。第４

趾間の湿度は９７．９％（n＝１０、２４．６℃、湿度７２％）
と大変高いものです。白癬病変部から菌糸は何処
まで伸びているでしょう。股部白癬病変部から無
菌テープをつけ調べると病変部辺縁から５cmま
で伸びていきます。皮膚糸状菌の人角質内侵入条
件に関する研究では湿度１００％では１日、角質切
断面へは０．５日という結果が得られています。
ここで臨床写真から診断クイズをします。湿疹

皮膚炎群と白癬では下記の特徴の違いがありま
す。

白癬 湿疹皮膚炎群
菌要素 陽性 陰性
皮膚症状 単調 多彩
分布 片側性 対称性
境界 明瞭 不明瞭
病変の形 中心治癒 中心に強い
そうよう 比較的強い 強い

爪白癬は白癬患者の約２０％にみられます。足白
癬の約半数は爪白癬を合併しています。治療には
内服抗真菌剤が用いられます。イトラコナゾール
とテルビナフェンは爪内に薬剤が移行します。テ
ルビナフェンでは治療４週後に爪先端から十分に
測定可能な濃度の薬剤が検出され、終了後も長期
にわたって薬剤は爪に高濃度に残存し、３６週後に
も検出されました。イトラコナゾールは内服終了
後２４週まで爪内濃度は上昇し、その後下行しま
す。診断には菌要素検査と臨床所見が大切です。
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診療にためになる大変有意義な講演でありまし
た。
この日小春日和の午後、皮膚の日市民公開講座

と個別相談会が札幌市医師会館で開催されまし
た。山形大学医学部皮膚科学講座助教授三橋善比
古先生が「爪の健康診断－爪でわかる体の病気、

爪の水虫－」と題して講演をされました。百数十
名の市民が参加され熱心に聞かれました。個別相
談会では三橋先生と９名の会員に５０名ほどの相談
がなされました。皆様の健康に資することができ
ますよう皮膚科医一同務めてゆきたいと存じま
す。

介護保険法に規定する介護予防サービス等
実施の意向調査について

平成１８年４月からの介護保険制度の見直しに
より、保険医療機関の指定を受けている病院ま
たは診療所については、４月１日から要支援者
に対する新たなサービス事業である「介護予防
訪問看護」、「介護予防訪問リハビリテーショ
ン」、「介護予防居宅療養管理指導」を実施する
事業者としてみなされることになります（みな
し指定）。みなし指定を辞退したい場合は申出
書の提出が必要となります。
みなし指定を受けますとサービス事業者とし

て公開されます。したがって、介護サービス事
業を実施しない場合、サービス利用希望者、指
定居宅介護支援事業者等からの照会が寄せられ
るなど施設および利用者双方の混乱を招くこと
となります。

このことから、前述の新たな介護予防サービ
ス事業の実施の意向調査と、平成１２年の制度開
始以降にみなし指定を受けている事業について
の意向の再調査が全道一斉に行われる予定で
す。同時に「指定を不要とする旨の申出書」が
同封されますので、指定を辞退する場合はご提
出いただくこととなります。
実施時期等については、３月上旬に各保健福

祉事務所（保健所）から病院および診療所宛に
通知がなされますので、ご協力のほどよろしく
お願いいたします。

問い合わせ先：
北海道保健福祉部介護保険課指導グループ

TEL０１１‐２３１‐４１１１ 内線２５‐９１６

北海道医師会 会員数
平成１８年１月３１日現在

総 数 ８，４０７名（－６） Ａ ２，６４１名（－４） Ｃ１ １０５名（±０）
Ｂ１ ５３３名（＋３） Ｃ２ ２０２名（－１）
Ｂ２ ４，３４８名（－５） Ｃ３ ５７８名（＋１）
《参考》日本医師会会員数 ６，２６３名（－８）

※（ ）内は前月との比較

お知らせ
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